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A New Synthetic Method of N-Ethyl-(γ-picolyl)-tropicamide 
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We succeeded in developing the new synthetic procedure of the mydritic agent， N-ethyl-(γ 

















































































































図 2 tropicamide 
Schotten-Baumann反応















































































92~940C の液体として溜出する C 5 mm)。
ロ)上に得られた結晶性化合物の本態を明らかにするた
N.Q-CHO ロ) H~N 世 CH2. -2""5 
め一度シッフ塩基の純品を作製単離した後RaneyNi還
































C% H% N% 
理論値 71.07 8.20 20.73 
実験値 71.07 8.33 21.22 
Nuiol I.R ;;.~~U' 3250cm-' CNH) 
W， ~うー CH-N-CH_CH_ど II L ~ 
kj-CH闇 N-CH
シツフ塩基の二分子還元体(円)の推定構造設
bimo1ecu1ar reduction product 
図10
。ーCH2NH2 OHCCH3 



























































IR : y ~~x 3400， 1640， 1600， 1410， 1320， 1230， 1110， 
820cm-1 





ーノレ溜去すると BP92~940C( 5 mm)の目的アミン(1II)
18g と M.P.145~146"Cのタイマー3.4g得られた。アミ
ン(IlI)の収率61.2%






する。へンゼンより再結晶すると M.P145~146"Cで i) 
に記述したダイマーに一致する。ダイマーをu重別した油
分は減圧蒸溜すればB.P.92~940C ( 5 mm)の目的とす
るアミン(III)が得られる。
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